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　慣習法文書（chartes－lois）が都市と農村を問わず領
主と所領民の間の既存の慣習的諸権利を成文化した文
書という理解は、特に20世紀後半以来中世史研究者の
間で通説となってきた。そこでは領主と共同体の双務
的関係が指摘されてきたが、最近の研究では慣習法文
書の内容から領主の主導力を引き出し、その利益に比
重をおく見方が強く打ち出されている。私自身も従来
このような見解に与してきたのであるが、他方で、領
主が利益を確保するためには、所領民の自由への要求
をくみ上げることが必要であり、慣習法文書起草の背
景には有形・無形の彼らの力が働いている点を看過で
きない。本研究で、慣習法文書の享受者の性格を改め
て検討しようとするのはこの故である。
　本論が対象とするエノー伯領の慣習法文書について、
主要な享受者とされているのは、ブルジョアburgensls、
他所者extraneus、聖人衆sanctuariusである。慣習法
文書研究の重要な核となるのはブルジョアの特権であ
るが、彼らと他所者、聖人衆との関係はほとんど問題
とされてこなかった。聖人衆については、ソワニーの
聖ヴァンサン衆を例として拙稿で分析したが（「慣習法
文書の性格の再検討一エノー伯領におけるブルゲンセ
スと聖人衆一」〈『人文科学研究所紀要」第58冊〉、聖人
衆とブルジョアは並列されるものではなく、慣習法文
書における聖人衆への自由の保障は、ブルジョアの自
由の補強という性格をもつといってよい。
　本研究では、エノー伯領の首邑都市モンスを取り上
げて、外来者、聖人衆についてさらに考察を進めたい。
ここからモンスの住民の出身地と聖ヴォードリュ教会
との宗教的繋がりを追究し、領主と所領民との双務的
契約とされてきた慣習法文書が包摂する人々の多義的
な関係を考察してみたいと考える。
　都市住民の出身地については、先行研究として、
Ch．Ed．ペランによるメッツ、　P．デポルトのランスに関す
る作業がみられる。いずれも13世紀については、その
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多くが都市から10－20㎞の範囲からの移住という結果を
だしている6本稿が対象とするエノー伯領に近いフラ
ンドルに関するJ．レストクワやアラスについてのドゥエ
ルトの研究をみても、遠地からの到来者は極めて少な
い0
　1295年エノー伯ジャンはモンスの都市共同体に特権
を付与し、それに関する文書が12通伝来している。そ
の草案の冒頭に「どこの場所にいるのであれ、また、
彼らがやって来た、やって来る、やって来るであろう
場所がどこであれ、モンスの都市内および近隣に居住
し居住するであろう男女は、…永久に農奴のあらゆる
義務、外来者の負担、聖人と領主へのマンモルトから
平穏であり免除される」とされている。すなわち、13
世紀末にはモンスには外から恒常的にやって来た人々
が定住し、従来からの市民と同一の特権を享受したと
みられる。
　これらの人々の出身地域を探る手がかりとなるのが、
1295年の協定の実行のためにエシュヴァンが行った財
産算定に基づく担税表である。30リーヴル以上の財産
をもつ富裕市民にはマンモルトが課され（R61edes
contribuables　a　la　perception　du　droit　de　mortemain），
それ以下の財産を所有する者からはターユが徴収され
ている（R61e　de　perception　de　la　taille　lev6e　sur　les
petits　contribuables）が、この表には名前、職業、択
身した聖人名が記されている。マンモルト担税表には
474人の名前があげられているが、これらのうち178人
の名前に地名が付されており、現在のところ地名を同
定できるのは113名についてである。また、30リーヴル
以下の財産所有者に関するターユ表については567名
中、147名の名前に地名が付され、114名について同定
しうる。これらの地名のうち、エノー伯領を超える土
地は極めて少なく、エノー伯領に関しても、上記の先
行研究の成果と同じく、近隣からの移住者が圧倒的数
をしめているといえる。
　今年度の作業は、これらの土地とモンスの都市との
関係、移住者の職業を探ることから、都市の特権の中
で外来者がなぜ大きな比重をしめるのか、を考察して
いくこととする。
